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１．はじめに CPDS技術者番号  155418

工事概要
平成29年度　138号BPぐみ沢高架橋仁杉地区南下部工事
国土交通省　中部地方整備局　沼津河川国道事務
静岡県御殿場市ぐみ沢　地内
平成30年3月30日～平成31年3月22日

＜橋梁設計条件＞
　路線名　 　： 138号須走道路・御殿場BP
  有 効 幅 員： W=26.900m～34.854m(ランプターミナル部)

W=9.500m+9.500m(鮎沢川渡河部)
下部工
　躯体形式　： ラーメン橋脚
　基礎形式  ： 杭基礎（場所打杭φ1500）

＜工事内容＞
　ＲＣ橋脚工 場所打杭工　27本(杭径1500、杭長L=11.5m)

橋脚躯体工　1基(コンクリートV=2712.9m3)
　仮設工 工事用道路工　1式　　

　本工事は、国道138号須走道路・御殿場バイパス（西区間）は、東富士五湖道路と一体となって東名
高速、新東名高速及び神奈川県西部地域を結ぶことを目的とした整備の一環であり、施工箇所はぐみ沢
高架橋区間の橋梁下部工事（P8橋脚）である。

　この須走道路・御殿場バイパスについては、現在の国道138号は、交通の集中により、主要交差点で
渋滞が発生しており、交通渋滞の解消、交通安全の確保及び沿道環境の改善等のため早急な完成を求め
られていました。本稿では、工程短縮また仮設施設の取り組みを報告します。

工事名：
発注者：

工事箇所：

138号BPぐみ沢高架橋　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事の工期短縮について

工期：

静岡県御殿場ぐみ沢
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２．現場における問題点

１）

２）

３）

２．問題点に対する工夫と改善点

２-１）

２-２）

　これらにより結果、各現場予定通り遅延無く本体工事の着手することができました。

２-３)

　本工事の施工現場は、他の約20件工事と重複又は隣接等をするので関連工事の受注者と
相互に協力し、円滑に進めなければならなかった。
  P8橋脚の前後については、P7橋脚とはフーチング間で15.8ｍであり、また一方のP9橋脚
は19.2ｍであるが、そこに工事用道路を設ける予定である。

　これから本工事のP8橋脚を施工する場所に、他の工事の方が使用している現工事用道路
があり関連工事の資機材等の搬出入経路となっており、常時通行を可能にしなければなら
なかった。

　また、２－２）の問題点について、追加で仮設工として工事用道路の切廻しの必要性が
でてきたので、本体工事である橋梁下部工の工程に影響があり、全体の工程短縮をする必
要があった。

　今回の現場では、作業ヤードが狭く資材置場や、資材車両通路の確保、その他に作業員
の休憩所や車両等の駐車場も必要でありました。
　それらの改善策としては、近隣工事の方と密な調整を取り合い、作業スペースや車両通
路、資材置き場等互いに混同しないよう、作業に合った施工図面を作成して計画していき
整備しました。
　また、Ｐ８橋脚現場の隣りに、私有地の雑種地で現在空地があり、そこを借地契約して
作業員休憩所及び駐車場、また一部を鉄筋加工場にしました。
　これらにより、資材搬入の遅延や有効的な作業スペースの確保、作業員の快適な環境が
可能になりました。

　関連工事の関係で現工事用道路を切廻し、他の下部工事も施工や重機運搬ができる新た
な工事用道路が必要となり、これも他の工事と全体調整して仮設図面を作成して施工して
いきました。今回の場合は、工事用道路の施工について各現場業社ごと範囲決めして分担
して施工を行っていきました。

　これらにより、作業ヤード幅w=約9.0ｍと狭く資材置場の確保も出来ないのが現状でした。

鉄筋の機械式継ぎ手と鉄筋定着体の、作用理由や良好な効果的内容に
ついて、下記にまとめてみました。

　今回の現場で最大の課題である工期短縮についてですが、幾つかの手段の内で、最も作
業効率を飛躍的に向上させることができたのは鉄筋の機械式継ぎ手と鉄筋定着体でした。
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【鉄筋の機械式継ぎ手の留意点】

・

・ 火気を使用せず施工が可能なため、天候や風の影響を受けにくい。
・ 継ぎ手作業時で鉄筋を吊っている時間が短縮されるのでｸﾚｰﾝ作業が効率よくできる。
・

【鉄筋の定着体の留意点】

・

・

・ 配筋作業が容易となり工程が短縮される。

【鉄筋ガス圧接の機械式継手への変更について】

　　☆機械式鉄筋継手を適用する箇所の検討

＜ラーメン式橋脚＞

　※「現場打ちコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン」から

　※「現場打ちコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン」から

※道路橋示方書から

※「現場打ちコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン」から

異種部材接合部等において、端部定着部配筋が過密状態となりがちであった
が、本技術では定着部配筋が簡素化され、配筋の過密状態が改善される。

　これらの機械式鉄筋継手・鉄筋定着体については設計照査の内容により追加特記におい
て協議事項であり設計変更の対象でありました。
　またこれらについて、道路橋示方書の要求性能を満足し、公的機関等における性能評価
結果を参照して、そこで性能が確認されている範囲での塑性化を考慮できるような設計施
工になるようにする基本でした。

鉄筋端部の加工形状により鉄筋の運搬等で運搬時に引っ掛かる等の恐れがあっ
たが、鉄筋端部形状がコンパクトなため、現場での運搬、配筋時の施工性、安
全性が改善される。

当初設計はガス圧接であるが、圧接箇所数が全部で2295箇所あるのでおおよそ
４週間ほど、掛かるが、機械式継ぎ手についてはおおよそ３週間程度短縮でき
ることが見込める。

ガス圧接は、作業する人が特殊技能が必要であり鉄筋径が大きくなるほど難易
度が高くなるが、機械式継ぎ手は事前講習のみで難易度の高い継手作業が改善



　以上のことより、機械式鉄筋継手工法の適用について検討した結果、
鉄筋ガス圧接箇所を、機械式鉄筋継手箇所に変更しました。

【フーチング部せん断補強筋について】

　　☆機械式鉄筋定着体工法を適用する箇所

＜ラーメン式橋脚＞

※「機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン」の運用から

　以上のことより、機械式鉄筋定着体工法を適用について検討した結果、
フーチング部のせん断補強鉄筋を、機械式鉄筋定着体に変更しました。

３．おわりに

　仮設工の追加により、工期が非常に厳しくなり特に上記３項目、近隣工事の調整、仮設設
備の検討、工期短縮の為に鉄筋の機械式継ぎ手と鉄筋定着体への変更へ取り込んでいき、無
事に工期内に完了できました。
　これらは、今回の工事に御協力して頂いた国土交通省の方や関連工事の方、また特に地域
住民のご理解御協力等があったからだと思います。本当有難う御座いました。
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P8橋脚

【完 成 写 真】

5月末

【工事進捗写真】
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